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[ はじめに ] ラベルフリーかつリアルタイム計測が可能な表面プラズモン共鳴(SPR)センサのセンサチッ

プの Au 薄膜に膜厚の異なる構造を導入する[1]ことで、化学修飾に応じた信号の最大化が可能になり、電子光学

的嗅覚実現への応用が見込まれる。本報告では、反応性の高いポリマーであるポリエチレンチミン

(PEI:Polyethylenimine)をくさび型 SPR センサのセンサチップへの塗布により、匂い分子の一種であるサリチル

酸メチルを試験的に検出したので報告する。 

[ センサチップ作製と PEI 塗布 ] センサチップとなるくさび型 Au 薄膜(膜厚 30~50 nm)の作製方法と

光学系の設計については前報告[2]と同一である。センサチップと光学系を図 1 に示す。PEI は分子量 7 万でアミ

ノ基による化学的活性をもつ水溶性のポリマーである。質量濃度 30%の原液の PEI をイオン交換水により濃度

0.5%に希釈し、スピンコートによりセンサチップ上に塗布し乾燥させた。検出感度を比較するために PEI を塗布

しない部分も確保した。塗布後のセンサチップには肉眼でうっすらと PEI が塗布されていることを確認すること

ができた。 

 [ サリチル酸メチルの検出 ] 検出対象ガスとして揮発性有機化合物(VOC)、匂い分子の一種であるサリ

チル酸メチルを用いた。センサチップを含む光学系を大気環境下に設置し、微量ガス発生装置を用いて濃度

7.2~158 ppb のサリチル酸メチルを窒素ガスで希釈し流量 2 L/min.で供給し、30 秒おきに信号を取得した。この

時、最初の 2 分間窒素ガスのみ供給し、続いて 10 分間サリチル酸メチルを供給、その後再び窒素ガスを供給し

た。濃度 7.2 ppb のサリチル酸メチルはかすかに湿布の匂いがする程度に相当し嗅覚閾値を少し上回る程度であ

る。解析でもっとも信号の振幅の大きかった結果をもとに、PEI を塗布していない部分(y2=1400)と塗布した部分

(y3=1800)の反射光輝度(信号)の時間変化を図 2 に示す。グラフ中の青い部分が窒素供給、黄色に部分がサリチ

ル酸メチル供給を示す。窒素供給時に輝度の低下、サリチル酸メチル供給時に輝度の上昇が観測され、表面に吸

着した水蒸気の脱離とその後のサリチル酸メチルの吸着・脱離を表していると考えられる。濃度の上昇とともに

信号変化が大きくなり、濃度 7.2 ppb のサリチル酸メチルの検出を確認し、PEI 塗布により信号変化が約 1.3 倍大

きくなった。また窒素ガスを 10 分程度供給することで信号がサリチル酸メチル供給前の値に近づいていること

から、センサが再利用可能であることを示している。今後、PEI の膜厚の違いや他のポリマーの塗布により、サ

リチル酸メチル以外の VOC、匂い分子と識別した高感度検出を目指す。 
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図 2 輝度の時間変化L (左：PEI 塗布なし。右：PEI 塗布した部分) 図 1 実験系とセンサチップの模式図 
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